
比較学習における見方e考え方
一第3学年「広島市の小学校のまわり」-

大青戸　若　光

1.社会科と比較学習

事象を比較して観察したり,比較しながら調べ考えるという学習は,児童の見方や考え方を広げ

たり深めたりするのに効果的である。空間的理解や時間的理解をいっそう伸ばしていく中学年の地

域学習においてもしばしば使われる学習方法である。コントラスト(対比,対照)のはっきりした

教材によって社会事象の相違点をしっかりつかむことは,事象に対する確かな問題意識を呼び起こ

す。比較学習おいで大切なことは,比較の教材(資料)をじゅうぶん吟味することと比較の視点を

定めていくことである。本実践では,3年生が航空写真や地画を使った比較学習において比較の視

点をどのように広げ深めていったかを確かめていきたい。

2.単元の概要

(1)単元について

この小単元「広島市の小学校のまわり」は,市域における地形的特徴,土地利用,集落の分布な

どに視点をおいて,人々の生活と自然環境との関連を理解させようとするものである。3年生の児

童にとって東西と南北が35Kmにおよぶ広島市全域を対象とした学習は無理である。本単元の展開

にあたり,「広島市の小学校の分布」を教材づくりの焦点とした。市内には,約130の小学校がある。

ビルに囲まれた学校,団地の中の学校,山間の学校,海辺の学校,工場の隣の学校などそれぞれの

学校のまわりは,地理的な環境を異にする。これらの中の特徴的な事例を比較対象させながら取り

上げ広島市の広がりや地形・集落の分布・土地利用の様子が市内の各地域により異なることを理解

させようとした。

(2)指導目標

・広島市の広がりや地形∴集落の分布・土地利用の様子が市内の各地域により異なることを理解

させる。

・地域社会における社会事象を具体的に比較観察させるとともに,航空写真や地図などを効果的

に活用する能力を養う。

(3)指導計画

第1時　広島市の小学校の分布図をつくり

第2時 東雲小学校とA小学校のまわり

第3時　いろいろな小学校のまわり

第4時　広島市の土地の様子

ゝ・1時間

…………………‥1時間

………2時間

3.比較学習研究の焦点

この実践では,先にのべたよう・に,3年生が航空写真や地図を使った比較学習において比較の視

点をどのように広げ深めていったかを確かめていった。ここでは,第2時における授業過程の中で

の個の視点の動きや児童全体の学習の深まりについて流れにそって確かめていきたい。社会科の授

業において「個が生きる」ためには,集団の中で一人一人の個性的な見方考え方が生かされなくて

はならない。児童個々の比較の視点がどのように明らかにされ,集団との関わりをもって学習が展

開されたかが研究の焦点である。
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4.第2時の学習について

(1)本時の目標

A小学校と東雲小学校のまわりを比較して,違いを理解させる。

(2)準備　広島市の地図・学校のまわりの地図i写真

(3)評価の観点

知識 ・理解 A 小 学校 の まわ りは, 東 雲小学校 の まわ りと違 うこ とが わか る。

観察 ・資料 二つ の学校 の まわ りの様子 を比 較 して, 特徴 を とらえるこ とがで きる。

思考 ・判 断 A 小 学校 の位 置 を広 島市 の地 図の上 で類 推 で きる。

関心 ・態度 広 島市 の他 の小学校 の まわ りの様 子 に関心 を もつ。



(5)学習の流れ
時間 教　 師　 の　 発　 言　 な　　 ど 児　 童　 の　 動　 き　　 な　　 ど 分節

3

4

5

6

11. で は, ききますが , この地図にあ るた くさんの (挙 手数名)

③

学

′ト学校 の まわ りは, この東雲小学校 のまわ りと ・東 雲小学校の まわ りと, ほかの小 学校の まわ りは
同 じなんだろ うか, ちが うん だろうか。 全 部 ちがい ます。

12. 浜 岡さん ・人た ちが多い 中心部 には, そ うい うふ うに ピル と

13. 野曽原 さん

14. 似て いる ところ も, ある とい うのですね。

かがた くさんつ まっていて, そ うい うところが東

雲′ト学校の まわ りと似て い ます。

・野 曽原 さんが, 育 った意見 もある とお もうけ ど,15. 西谷 くん

16. 東雲小学校 と, ずいぶん まわ りの梯子が ちが う

校
東 雲小学校の近 くには, えんこ う川が流れてい る の
ので, 川が流れ ている近 くにある学校 も, 東雲小 ま

学校 と同 じです。 わ
(挙手 数名)

・あ りませ ん。

り
小学校 とい うのは, あ るのか, ないのか。 の

17. 秋山君 様

18. ない。秋 山君 の考 えは, ない。です ね。 (挙手 数名) 子

19. 新宅 さん ・ある と思い ます に

20. わ けが言 える と, もっといいですね。 (挙 手多数) わ け。 わけ。 つ
21. 曽根 さん

22. 曽根 さんは, しっか り自分の考 えを言 え ました
ね。 もう一 人だけ, ちが うところが あるか どう

・私 が, シール をはったところは, 中心部の学校で しヽ
はないので, 山の近 くの方 なので, ビル も少ない て

し, 山ばか りで, 学校が少 な くて,中心 部の方 は, の
似 た ところがい っぱいあ るので, ある ところ とな 予
い ところが, あ ると思 います。

(挙 手少数)

想

か, きいてみ ましょう。 ・山の方へ行 くと, 中心部 か らげず れてい るので,

片桐 さん 人通 りが少な くて, 中心部 の方へ行 くと, 人が多

くな って人が多 く通 るの で, ちが うと思い ます。

同 じです。

7

8

9

23. それで は, 今 日は, 先生が この中か ら, ひ とつ

の学校の まわ りの写真 をと りだ して見せ ますか
ら, 東雲ノト学校 の まわ りの様子 と同 じか, 違 う

2。. 芸霊 見 て下 さい○　 [垂 ]

25. 今 , 秋 山君 が, この小 学校 は, どういう小学校

山のほ うじゃ, 等のつぶ や き
④

A
・ちがい ます。それ は, 山 とかがあって, 緑がい っ ′ト
ぱいあ るか らです。 学

家が全然 ちが う。

黄 金小学校か な ? (つぶ や き)

・A 小 学校 は, 山 に囲 まれている中の学校だか ら,

校

の
rか, と言 ってい ましたね。今, 名前 はひみつ で ま

す。 A 小学校 と言 う名前 をか りにつ けてお きま わ
す。 A 小学校 とい う言 葉で話 して下 さい。 り
片桐 さん

26. 秋山君。 よ く勉 強 してい るよ。前で, よ く見え

の
東 雲小学校み たいに, 家 に囲 まれてい る学校で は 写
ないので違 うと思 い ます 。 其

・東 雲小学校の まわ りだ と, A ′ト学 校の まわ りに比 を
るか らな。 ベ て家や ビルが 多いので , ちが うと思い ます。

・その まわ りは, 学校 から遠 く離 れた ところに, 家

見
27. 建物の様子 のこ とですね。 て

宮原君

28. この あた りに, 家 がかた まってい るよ うだね。

ち

がかた まっていて, 学校 の まわ りには, あ ま り家 カゞ
があ りません。

・A 小 学校のほ うは, 小 さな家 がた くさんあ って,

つ
て

よ く見て います。写真 をよ くみ とるはこっち と しヽ
比べ なが らよ く見て, ちがい をさがす んよ。 る
梶西 さん と

東雲 小学校の ほうは, あま り小 さな家があ りませ
29. 家の大 きさに, 目をつけたんですね。えらいね一。

　 」
ん。

・A 小学校の まわ りは,′トさい細 い道路があ るけ ど,

ろ
よ く見 る力が あるわー。す ごい。 を
田島君 見
(みん なす ごいな。 よくちがい を見つ けだ した, 東雲 小学校の まわ りには, 2 号線 やえん こう川の つ
先生, 安心。) そばの道路な ど大 きな道路が あ ります。 け

30 . 大田君

3 1. 綿同君

・東雲 小学校の まわ りには,す きまが少 ししかな く,

A 小学校 の まわ りには, す きまが あ ります。

・A 小学校 の まわ りには, 田や畑 とかあるけ ど, 東
雲小 学校の まわ りには, 工場 とかいろんな ものが

あるのでそれが ちが います。

る

l
I

10 3 2. 今の はね, 土地 の使 われ方の ちがい, というの 東雲小学校のまわり　　　　　　　 (A )小学校のまわり ⑤ i

です。 まだあ るの。 そ う, まだい っぱい ある と
一・°　'.-　~　.1ヽ

.rよし・り　　　　 ..

二　 り 1
思 い ます。 はい, この地 図 を見な さい。これ は, つ　 の
A 小学校の まわ りを先生 が地図に したのです。 の　 ち
難 しか ったんよ。皆 さんは, 今か ら 3 分 間時 間 4 、が
をあげ ますか ら, 写真 と地図 を見 なが ら, A ノト 学　 い
学 校の まわ りの様子 を, ここに, 家や建物, 土 校　 を
地の様 子土地の使 われ方 , について, 東雲小学 の 書
校 とちが うことをなるべ くた くさん書 く。 ま　 く
は じめ。 わ
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1 6

1 7

18

19

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

3 7 . 西 谷 君 ・どれ を言 っ て もい い で す か 。

⑥

どれ を言 っ て もい い よ。 す き まが す ご く多 い い で す。

38. 鉛 筆 をお き な さ い。 塗 る の も止 め な さい 。 ・僕 は, 土 地 の 使 い か た を言 い ます 。 土 地 の 使 い 方

西 村 君 は, 緑 が い っ ぱ い あ ります 。

39. 大 久 保 君

そ う じゃ ね。 先 生 の書 き まち が い で した 。

土 地 の 様 子 の ちが いで し ょ うね 。 使 い 方 だ か ら

・緑 と言 う の は, 土 地 の様 子 で は な い の で す か 。

・家 や 建 物 の こ と を言 い ます 。 A ′J、学 校 の まわ りは ,

何 か に使 って い る こ とです ね 。今 の 考 え 方 は ,
-

す ごい と思 い ます よ。 大 久 保 君 は , よ く頭 が働 つ

い て い ます 。 先 生 も西 村 君 も教 え られ ま した 。 の

4 0. 尊 教 さ̀ん

41 . 質 問 , 石 岡 さ ん。 ドキ ッ とす る な あ 先 生 は

4 2. あ あ ,あ れ は先 生 の ワ ー プ ロ の打 ち 間 違 い で す 。

4 、

家 が あ ま りあ りませ ん。 学

・質 問 が あ ります 。 校

・プ リ ン トの 東 雲 の 土 地 の様 子 の 「土 地 が た た い ら の

で 」 の と こ ろ は, ど うい うこ とな ん で す か 。

・土 地 の 使 われ 方 な ん だ け ど, A 小 学 校 は , 土 地 が

ま

わ

「た 」 を一 つ 消 して お い て下 さい 。 み ん な よ う り

勉 強 し ょう る。 素 晴 ら しい 。 い い で す よ。 の

43. 江 木 君

44 . 江 木 君 が , 言 っ た こ こ は何 に使 わ れ て い るん だ

ち

大 き く使 われ て い ます 。 カヾ

・そ れ は , 田 ん ぼ な ど に使 わ れ て い ます 。

・田 や 畑 も あ ります 。

しヽ

ろ う。 は い。 浜 岡 さ ん を

4 5. 日 だ けか な。 田 島君 発

46 . ほ か の こ と, 曽根 さ ん

4 7. 大 田 君

・土 地 の 様 子 を言 い ます 。 小 さな道 路 が た く さん あ 表

る の に , す き まが あ ります 。 し

・前 に出 て もい いで す か 。 ノ∠ゝ
ロ

ど うぞ これ は 何 で す か 。 (写 真 の 田 を さ して) しヽ

4 8 . 何 だ ろ う。 地 図 に記 号 もつ い て い る よ。 ワ イ ワ イ と な る ま

大 塚 君 ・田 で す 。

・僕 も, 田 だ と思 い ます 。 ふ つ うの 田 は , 緑 に 見 え
る け ど, それ は, 水 を入 れ て い る か らそ ん な に 見

え る と思 い ます 。

質 問 , 質 問 。

・A 小 学 校 の ま わ りの地 図 に は , 畑 が は し っ この 方

と

4 9. あ れ が , 田 ら しい ね。 め

　 熊 谷 君

50. よ く知 って い ます ね。

る

⑦

質 問 , 野 曽原 さ ん に あ る ん だ け ど, 写 真 で は , どこ に 映 って い るん

5 1. 田 島 君 で す か 。

あ あ , そ う じ ゃ な。 ち ょっ と水 が 入 っ て な い と

こ ろ, こ こ に もあ る。

まだ ね , こ ち らの 私 た ち の学 校 の まわ り に は,

ない もの が , こ ち らに は あ り ます よ。

・ (前 に 出 る) こ こ に少 しだ け あ り ます 。

(挙 手 多 し)

的 場 君

52. そ うで す ね。 こ れ は, どこへ 香 い た らい い の で

す か 。

大 久 保 君 , そ う い う こ とに 。 こ だ わ って い るの

で し ょう。

53. そ うで す ね。 山が あ る 。

・東 雲 小 学 校 の ま わ りに は, 山 が な い け ど, A ′ト学

校 の ま わ りに は, 山が 多 い い で す 。

・土 地 の 様 子 で す 。

(ま だあ る, ま だ あ る, と挙 手 多 し)

54 . 浜 岡 さ ん

55. 曽 根 さ ん

56. ま だ あ る の , も うや め た い ん だ け ど。

・家 や 建 物 の様 子 で , 家 の い っぱ い あ る と こ ろか ら

A 小 学 校 ま で , ず い ぶ ん離 れ て い ます 。

・東 雲 小 学 校 の ま わ りに は, ピル とか ぽ っか りあ っ
て , A 小 学 校 の家 が あ る とこ ろ と言 え ば , ビ ル じ

ゃ あ な くて屋 根 が あ る 。

・東 雲 小 学 校 の方 に は , 工場 が あ る け ど, A 小 学 校
竹 末 さ ん の 方 に は , 工 場 が あ り ませ ん 。

57. 大 田君

58. 色 で す ね 。

・色 で 答 え て もい い で す か 。

東 雲 小 学 校 の まわ りに は , 同 じ色 が い っ ぱい あ っ

て , A 小 学 校 の まわ りは , ち が う色 ば っか しで す 。

59. あ , 川 は , ど うで す か 。̀ あ るか , ない か 。 (川 が あ る , な い , ワイ ワ イ)

岡 田 さ ん

宮 原君

60. あ ん な の を, 川 幅 が 広 い とか , 狭 い とか 言 うの

で す よ。

・東 雲 小 学 校 の まわ り よ り, 川 は… …

・東 雲 ′ト学 校 の え ん こ う川 は, 分 厚 くて 広 くて , 山
の方 は , な ん か 細 い よ うで す 。

・は ー い 。 (挙 手 多 数 )
川 が あ る と思 う人 , A 小 学 校 の ま わ りに 。 ・は ー い 。 (挙 手 少 数 )

い や , な い と思 う人 。

6 1. で は ね , こ うい う は っ き り しな い こ とは , 川 な

あ る ワイ ヤ ー 。 橋 が あ る じゃ ろ うが - 。 騒 然 。

・あ る (田 島 )
ん か は , 写 真 で は, わか りに くい の で あ る罫 吉 ピ

い か を ビデ オで ね , 確 か め ま し ょ う。 ・先 生 , ビデ オ, うつ した ん。 (野 曽 原) テ,

オ
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6.比較観察の過程

(1)比較の視点の推移

授業分節 と比較資料 児 童 の 比 較 の 視 点 (番号 は発言)

分節③

東雲小学校のまわ りの

写真のみ

(発表学習)

・中心部かどうか……………………………………13. 野 曽原

・家の密集状態………………………………………13. 野 曽原

・川のあるな し………………………………………15. 西　 谷

・人通 りの多少………………………………………22. 片　 桐

分節④

東雲小学校のまわ りと

・山のあるな し………………………………………24. 湯　 川

・線のあるな し………………………………………24. 湯　 川

・家の密集状態………………………………………25.'秋　 山

A 小学校の まわ りの写 ・家の大 きさ………………………………………‥128. 梶　 西

真 ・建物の種類……………………‥?…………………26. 片　 桐

(発表学習) ・道路の大 きさ………………………………………29. 田　 島

・田畑のあるなし……………………………………31. 錦　 岡

・工場のあるな し……………………………………31. 錦　 岡

分節⑤

東雲小学校の まわ りと

・川のあるな し…………………………………0 0 0 0　 4 名

・川の大 きさ∴………………………………・0 0 0 0 0　 5 名

・山のあるな しとその数……………0 0 0 0 0 0 0 0　 8 名

・緑のあるな し…………………………‥1・0 0 0 0 0 0　 6 名

・家の密集状態……〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇0 0 0　 23名

〇〇〇〇〇〇〇〇

A 小学校のまわ りの写 ・家の大 きさ……………………………0 0 0 0 0 0 0　 7 名

真 と地図 ・集落の位置…………………………………………0 0　 2 名

(個別学習) ・建物の種類………………………………0 0 0 0 0 0　 6 名

・道路の大 きさ………………………0 0 0 0 0 0 0 0　 8 名

・道路の形状………………………………………0 0 0　 3 名

・田畑のあるな しとその広 さ……0 0 0 0 0 0 0 0 0　 9 名

・工場 のあるな し…………………………0 0 0 0 0 0　 6 名

・土地の形状 (斜面や起伏など) ………………0 0 0　 3 名

・土地の高 さ…………………………………………0 0　 2 名

分節⑥

東雲小学校のまわ りと

・す きま………………………………………………37. 西　 谷

・家の密集状態………………………………………40. 善　 教

・・土地の使われ方………‥∴………………………・43. 江　 木

A 小学校の まわ りの写 ・田はどこか畑はどこか……………………………48. 大　 塚

真 と地図 ・山の数………………………………………………51. 的　 場

(発表学習) ・集落の位置…………………………………………54. 浜　 岡

・色あいの違い………………………………………57. 大　 田

・川はどこにあるか…………………………………60. 教　 師
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(5)比較の視点の推移についての考察

本時は,①-⑤のように学習が展開した。展開にそって比較の視点の推移と内容について考察した。

①広 島市 の小 学校 の分布

②東雲小学痕のまわりの写真

③ほかの学校のまわりの予想

④A 小学校のまわりの写真

⑤二つ の小 学校 の まわ りの

写真 と地図 .

ア.比較視点の数

分節(歓喜)⑤と展開につれて比較の視点の項目が増加している。

分節③で4項目,分節④で8項目,分節⑤で14項目となっている。

比較の資料が付け加えられるにしたがって,比較の視点も増加す

るといえる。また,分節⑤での地図も使用して`の個別学習におい

て比較の視点が飛躍的に増加したのは,地図が写真よりも比較を

具体化する要素があることと,一斉学習よりも個別学習の方が個

々の学習内容を深めることが考えられる。

ィ.比疎視点の内容

「家の密集状態」については,どの分節においても注目された

視点である。どの資料においても特徴的に表われている事象はと

りあげられるといえる。「田畑」「道路」「家」について発言や記

述の内容を詳しく読み取ると,探、まりが表れている。「田畑のあ

るなし」から「田畑の広さ」「田畑はどこにどれだけあるのか」

の'ように見方・・考え方が推移している。「道路が大きいとか小さ

い」の見方から「道路が細くて曲がりくねっている。」や「A小

学校のまわりは,土地が凸凹でななめのところがある。」などのように,地図をよく読み取ってい

る児童もいた。したがって,航空写真のみでは,比較学習の痍まりが期待できないこともあるとい

える。いずれにしても,その学習のねらいにふさわしい資料の提示が学習の深まりを決める。

ウ!個の視点と集団の見方・考え方

分節①における「人通りの多少」は,資料には表わされていないので以後は注目されていない。

分節⑥における「色あいの違い」は,他の視点とかさなった見方なので取り上げられなかったので

あろう。「川はどこにあるか」は,児童の見方にずれがあることから教師が取り上げ以後の学習で

の関心が高まった。個々の見方や考え方は,集団の場に出され取捨選択されて学習が展開している

と言える。また,教師の問い返しによっても深まりの程度に差異が出ている。

7.実践の結果と今後の課題

この授業によって,比較学習における次の事柄を実践蛤に確かめることができた。

(1)航空写真は,3年生の児童にと`っても地域の事象を学習するのに有効である。

(2)航空写真には,学習の深まりにおいて限界があり地図にはそれを補うよさがある。

(3)比較学習の資料は,提示の順序や見方の指示が大切であろう。

(4)比較の視点が増加した段階で学習をどう展開させるかが教師の大切な仕事とである。

(5)比較学習をする際には,何をどこまで比較させるのか明確にしておかねばならないら

比較学習の場は,「今昔」の比較など,3年生においても多くの教材が考えられる。比較によっ

て,児童の空間的・時間的な感覚を伸ばしていきたい。比較思考は,二者択一的でない平衡感覚を

持った価値判断にもつながっている。社会科学習における比較思考の教育的意味は,複雑に絡み合

った社会事象は,平衡感覚のある問題解決をめざすことにあると思うからである。
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